
; 瞬罫富里範囲 ; 
~ ，~. .."..:，量i F -J2  歴史シリ ーズ⑥
? 二%- v 一一-三 由-，~~ ...""...:'-- ‘ 4述調田園 古 堵

i 弥生式文化に続く古墳文化は、一般に3世紀から7世 !
; 紀まで続いたといわれている。
稲作が進むにつれ、部落も形成され、金属器が使われ j 
z るようになると、部落の間で貧富強弱の差が出てきて、 i 
i強い部落が弱し、部落を支配して、やがては小さな園、そ ぞ
; して突布弐弘法立て国家ができあがった。

ゃっこ

越中に、伊弥頭国造が置かれたのは5世紀の頃といわ
jれ、 古墳もそれ以降のものばかり。古墳には、高塚古墳 1
2 と横穴古墳があり、いずれも部落が見おろせる高い所に i 
i ある。高塚古境の前方後円墳として、 写真にあるように j 
z高岡市太田の桜谷古墳や婦中町長沢の羽根山古墳の王
i塚、勅使塚などがある。これらは、その大きさ副葬品か ! 
ら見ても地方の豪族の墓であったといえよう。

j そのほか、小さな円墳として、立山町雅子古墳、高岡 j 
- 市伏木の国分山古墳群、氷見市朝日の長山古墳、大門町 ? 
; 清算の大塚古墳などがある。 えんどう i 
j 横穴古墳としては、氷見市加納、高岡市江道、福岡町 主
赤丸城が平、富山市安養坊の横穴古墳群などがある。写 t 

ほうせいきょう

; 真の桜谷古墳からは、佑製鏡、金環、鉄剣、管玉、須恵 i 
器などが出ている。このように古墳から推察すると、豪

; 族の生活は華やかであったが、おそらく庶民の生活は貧 j 
しかったものと思われる。
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端
午

延髄4

平
安
時
代
に

は
こ
の
日
{
日

中
で
ア
ヤ
メ

酒
の
宴
を
催

し

た

と

い

の

節

句

ー
、ー

鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
尚
武

の
催
し
と
な
り
、
江
戸
時
代
か

ら
は
、
男
子
の
出
世
を
願
っ
て
祝
日

と
な
っ

た
。

将
軍
家
の
嗣
子
誕
生
の
と
き
は
、

の
ば

玄
関
に
轍
り
を
飾
り
、

一
般
の
家
々

で
は
軒
に
シ

ョ
ウ
ブ
を
き
し
た
り
、

シ
ョ
ウ
ブ
湯
に
入
っ
た
り
、
ま
た
柏

び

五
節
句
の
一
つ
で
、

五
日
の
節
句
。

た
ん
ご

端
午
と
は
、
月
の
初
め
の

う
ま午
の
日
を
さ
し、

中
国
で
は

こ
の
日
を
忌
ん
で
邪
気
を
は

ら
う
行
事
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
風
習
が
奈
良
時
代
に
わ

せ
ち

え

が
国
に
伝
わ
り
、
節
会
と
い
っ

て
宮
中
の
年
中
行
事
と
な
り
、

五
月

まや1111111111111111川

ヲ。あ
回

墳

太

古

市

号
岡

2

{
高
の
、
墳

は

古

真

谷
写

桜

4

・

緑の富山ヘ

ご来県日程き

両陛下には、昭和44年全国植樹行事にご出席のうえ県内各地を

御視察のため、5月24日から29日までの6日間次のとおり本県へ

行幸啓になり ます。天皇陛下のご来県は戦後では昭和22年の北陸

御巡幸、3'3年の国体と、こんどで3度目です。

土
4
9

に
よ
っ
て
横
糸
を
と
お
す
と
こ
ろ
が
特
徴
)
を

中
心
に
、織
物
の
工
程
を
御
視
察
に
な
り
ま
す
。

こ
の
あ
と、

県
立
流
杉
老
人
ホ
l
ム
を
お
訪
ね

に
な
り
、
お
年
寄
を
御
慰
問
に
な
り
ま
す
。
終

っ
て
、
富
山
の
伝
統
産
業
の
家
庭
薬
を
製
造
し

て
い
る
(
株
)
広
貫
堂
に
お
立
ち
寄
り
に
な

り
、
近
代
化
さ
れ
た
製
薬
工
場
を
御
覧
に
な
り

ま
す
。第
三
日

餅
や
ち
ま
き
を
食
べ
た
り
し
た
。

こ
の
項
、
七
歳
以
上
の
男
子
の
い

る
武
家
で
は
、
蛾
り
、
吹
き
流
し
、

鯉
険
り
を
立
て
て
祝
っ
た
。

こ
れ
が
江
戸
中
期
以
後
に
は
、
町

人
の
聞
に
流
行
し
、
五
月
の
青
空
を

水
に
み
た
て
、
鯉
轍
り
を
た
て
た
。

鯉
は

「鯉
の
滝
の
ぼ
り
」
に
由
来
し
、

出
世
魚
と
も
い
わ
れ
、
縁
起
魚
と
さ

れ
た
こ
と
か
ら
鯉
の
ぼ
り
を
た
て
た

の
だ
ろ
う
。

立
て
る
場
合
は
、
回
転
球
、
矢
車
、

吹
き
流
し
、
真
鯉
(
黒
)
、
緋
鯉
(

赤
〉
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

昭和22年北陸ご巡幸の際お手植えにな

ったスギ (細入村笹津〉

五
月
二
十
六
日

表
紙
題
字

富
山
県
知
事

実

吉
田

表
紙
・
桜
谷
古
墳

(
歴
史
シ
リ
ー
ズ
⑤
〉

や
ま
び
こ

端
午
の
節
句

両
陛
下
緑
の
富
山
へ

ご
来
県
日
程
き
ま
る
・・・・・・・
・:
・・
・・:
・
・
:
:
・
:
・・・
・:・・・・:・:・・・
・・
・・
・3

四
十
四
年
度
予
算
き
ま
る

緑
と
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と
開
発
・
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融
資
総
ま
く
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①

商
工
労
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八
グ
ラ
ビ
ア

V

み
ん
な
で
植
え
よ
う
百
万
本
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
印

こ
の
人
を
訪
ね
て

土
と
火
に
祈
り
を
こ
め
て
五
十
年

谷
口
粂
三
さ
ん
:
:
:
:
:
:
ロ

県
庁
の
機
構
紹
介
農
業
水
産
部
専
門
技
術
員
室

唯
火
事
一市
測
網
川川

周
囲
に
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
:
:
:
:
j
i
--:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
口

国
の
出
先
機
関
紹
介
富
山
営
林
署

-

お

知

ら

せ
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i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
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i
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:
:
:
:
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・:凶

マ
植
樹
祭
の
交
通
規
制

マ
婦
人
を
悪
へ
の
転
落
か
ら
守
ろ
う

マ

川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

マ

第
十
四
回
労
働
学
院
開
催

マ
官
公
庁
で
は
中
高
年
令
者
の
積
極
的
雇
用
を

富
山
県
の
文
化
財
旬

八
尾
諏
訪
社
の
大
け
や
き
:
:
:
:
:
:
:
:
:
日

ご
質
問
に
答
え
て
・••
•••••

•••••
•••
••••• 

・・・・・・
凶

じくも
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曳
山
の
由
来
⑥

石
動
の
曳
山

知
ら
ん
ち
ゃ
で
は
す
ま
さ
れ
ま
せ
ん

免
許
の
拒
否
と
保
留
・・•.•• 

奥
様
コ
ー
ナ
ー
ビ
タ
ミ
ン

恥
を
十
分
に

連
載

越
中
史
夜
話
ハ
第
二
回
〉
一
向
一
挟
(
そ
の
一
)
:
:
:
:
:
:
日

最
近
の
県
政
か
ら

O
北
陸
自
動
車
道
用
地
買
収
に
調
印

O
予
算
特
別
委
員
会
新
設

O
大
島
町
発
足

富
山
県
の
自
然
⑤
県
定
公
園

高
岡
古
城
公
園

裏
表
紙ま

ず
、
砺
波
市

頼
成
の
植
樹
大
会
場
へ
午
前
十

一
時
に
お
着
き

に
な
り
、
約
一
万
三
千
名
の
参
会
者
が
お
待
ち

す
る
中
を
知
事
の
ご
先
導
に
よ
り
、
会
場
中
央

の
御
座
所
へ
お
着
き
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

今
回
か
ら
は
じ
め
て
実
現
し
た
「
天
皇
陛
下
の

お
こ
と
ば
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
あ
と
、
天
皇

陛
下

・
皇
后
陛
下
の
順
で
、
立
山
杉
、
ボ
カ
杉
、

増
山
杉
の
苗
を
そ
れ
ぞ
れ
一
本
ず
つ
お
植
え
に

な
り
、
参
会
者
の
万
歳
に
送
ら
れ
て
、
御
休
憩

第
二
十
回
全
国
植
樹
祭
と

県

内

ご

巡

幸

- 3-

第
一
日
五
月
二
十
四
日

お
召
列
車
で
泊

駅
に
お
着
き
に
な
り
、
宇
奈
月
で
お
泊
り
に
な

り
ま
す
。

第
二
日
五
月
二
十
五
日

魚
津
埋
没
林
を

御
覧
に
な
り
ま
す
。
こ
の
埋
没
林
は
、昭
和
十

一

年
魚
津
漁
港
を
建
設
中
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、

樹
令
が
五
百
年
か
ら
千
年
に
近
い
巨
木
で
、
こ

れ
は
今
か
ら
約
二
千
五
百
年
前
に
埋
没
し
た
も

の
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
で
も
こ
の
よ

う
な
近
い
年
代
に
、
土
地
が
沈
降
し
た
こ
と
を

示
す
も
の
と
し
て
、
学
術
上
貴
重
な
資
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。
次
い
で
、
細
川
機
業
(
株
)
音
杉

工
場
へ
お
い
で
い
た
だ
き
、
最
新
鋭
織
機
の
ウ

ォ
ー
タ
ー

・
ジ
ェ
ッ
ト
ル

l
ム
(
日
本
の
独
創

に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
機
械
で
、
水
の
噴
射
力

戸~f--4プ 行幸啓御巡路全図
/可 第1日持組占第5日足当主b
/ 第2日品品品第6日J，.!1益且ι: z::鎧盤荒天の場h示.
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みんなの県政

せ
り
だ
ん
平
ま

所
の
芹
谷
山
千
光
寺
へ
向
か
わ
れ
ま
す
。
こ
の

千
光
寺
は
約
千
二
百
年
の
歴
史
を
も
っ
真
言
宗

の
古
い
お
寺
で
、
長
尾
為
景
の
位
牌
が
ま
つ
つ

ぼ

だ

い

て
あ
り
、
上
杉
謙
信
も
父
の
菩
提
を
弔
う
た
め

訪
ず
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
境

内
は
う
っ
そ
う
と
し
た
木
立
ち
に
つ
つ
ま
れ
、

ふ
ん

ま
こ
と
に
森
厳
な
雰
囲
気
で
あ
り
ま
す
。
次
い

で
、
お
車
は
庄
川
を
右
岸
ぞ
い
に
さ
か
の
ぼ
り
、

庄
川
町
か
ら
井
波
町
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
と
す
す
み
ま
す
。
井
波
町
は
、
古
く
か
ら
木

彫
の
町、

芸
術
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
、
日
展
作
家
の
入
選
作
品
を
は

じ
め
、
獅
子
頭
、
欄
間
の
彫
刻
の
実
技
を
一
般

作
家
及
び
マ

l
シ
園
生
が
行
な
う
も
の
を
御
覧

に
な
り
ま
す
。
こ
の
あ
と
、
城
端
町
へ
向
か
わ

れ
、
林
道
温
泉
の
酒
池
観
光
ホ
テ
ル
で
御
休
憩

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
非
公
式
の
御
日
程
と

'ν
 

で
い
る
高
校
生
の
真
撃
な
姿
を
御
覧
に
な
り
ま

す。
本
県
最
後
の
ご
視
察
は
、
精
神
薄
弱
者
の
コ

ロ
ニ
ー
「
セ

l
ナ

l
苑
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
収
容
者
の
訓
練
状
況
、
施
設
の
状
況
を

御
覧
に
な
っ
た
あ
と
、
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
た

め
、
日
夜
献
身
的
に
働
い
て
い
る
施
設
職
員
を

ね
ぎ
ら
い
に
な
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

両

植

中

田

植

樹

祭

部

長

談

樹

天
皇
陛
下
が
、
昭
和
二
十
二

年
十
一
月
の
北
陸
御
巡
幸
の

際
、
城
端
で
木
炭
の
出
荷
状
況

を
御
視
察
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
時
陛
下
は
、
木
を
伐
り
出
し
た
あ
と
の
植
樹

に
つ
い
て
心
配
さ
れ
、
御
質
問
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
当
時
の
知
事
の
故
館
有
二
氏
、が
、

こ
の
際
全
県
的
な
植
樹
運
動
を
展
開
し
て
、
陛

下
の
御
質
問
に
お
こ
た
え
し
た
い
と
、
お
手
植

え
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
戦
前
は
、
天
皇
陛
下
が
み
ず
か

ら
お
手
植
え
に
な
る
と
い
う
例
は
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
と
い
う
の
は
、
お
手
植
え
の
木
が
枯

れ
た
り
す
る
と
、
管
理
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る

と
い
う
こ
と
を
お
耳
に
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
し

か
し
、
戦
後
は
そ
ん
な
こ
ん
も
な
い
だ
ろ
う

し
、
国
土
緑
化
の
役
に
立
つ
の
な
ら
と
快
く
御

承
諾
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
十
一
月
一

口
、
細
入
村
の
撒
原
寮
に
戦
災
者
を
御
慰
問
に

な
っ
た
後
、
高
山
線
の
線
路
を
越
え
た
と
こ
ろ

に
、
ス
ギ
百
を
三
本
を
お
植
え
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
三
本
の
う
ち
、
二
木
が
す
く
す
く
と

育
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
植
樹
祭
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、
翌
二
十
三
年
、
二
十
四
年
に
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
得
て
記
念
大
植

陛

下

と

み んな の 県政

第
二
十
回
全
国
植
樹
祭
の
開
催
が
、
い
よ
い

よ
間
近
に
せ
ま
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
の
国
土
緑
化
運
動
に
は
天
皇

・
皇
后
両
陛

下
も
、
深
い
御
理
解
と
御
熱
意
を
お
持
ち
に
な

っ
て
お
ら
れ
、
全
国
植
樹
祭
に
は
毎
年
御
臨
席

さ
れ
、
み
ず
か
ら
鍬
を
手
に
、苗
木
を
お
手
植
え

に
な
り
、
植
樹
の
範
を
お
示
し
に
な
り
ま
す
。

天
皇

・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
行
な
う

国
民
的
行
事
と
し
て
は
、
こ
の
植
樹
祭
や
国
休

な
ど
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
国
体
の
場
合
、
陛

下
が
選
手
の
中
に
お
入
り
に
な
っ
て
、
競
技
を

な
さ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
植
樹
祭
の
場
合
は
、
両
陛
下
と
参
加

者
が
、

一
し
ょ
に
な
っ
て
、
木
を
植
え
る
と
い

う
ま
こ
と
に
な
ご
や
か
な
行
事
で
す
。
で
す
か

ら
両
陛
下
に
お
か
れ
で
も
、
こ
の
植
樹
祭
へ
の

御
臨
席
を
大
変
お
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

お
手
植
え
は
本
県
が
最
初

と
こ
ろ
で
、
植
樹
祭
に
天
皇

・
皇
后
両
陛
下

が
お
手
植
え
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
富
山
県

に
あ
る
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

準備が終り開催を待つ楓樹祭会場(砺波市頼成山)

し
て
縄
ガ
池
湿
原
を
御
散
策
に
な
り
ま
す
。

第
四
日
五
月
二
十
七
日

富
山
新
港
を
御

視
察
に
な
り
、
伸
び
ゆ
く
本
県
の
姿
を
目
の
あ

た
り
に
御
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
三
協
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
業
(
株
)
第
二

工
場
で
は
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
製
造
工
程
を
御
視
察
い
た
だ

き
、
石
動
小
学
校
へ
と
向
か
わ
れ
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
言
語
障
害
児
の
教
育
状
況
と
、
富
山
国

体
を
機
会
に
芽
ば
え
た
小
矢
部
市
内
小
学
生
の

ホ
ッ
ケ
ー
試
合
を
御
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。
次
に
、
富
山
駅
ま
で
お
召
列
車
に

御
乗
車
に
な
り
、
県
民
会
館
へ
と
す
す
ま
れ
ま

す
。
県
民
会
館
で
は
、富
山
県
の
自
然
、文
化
、

産
業
を
ご
紹
介
す
る
た
め
、
パ
ノ
ラ
マ

、
案
内

図
等
を
用
い
て
ご
説
明
す
る
ほ
か
、
立
山
の
民

俗
資
料
、
県
内
物
産
の
展
示
、
パ
ッ
ト
製
作
の

実
演
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

第
五
日
五
月
二
十
八
日

立
山
町
吉
峰
に

あ
る
県
林
業
試
験
場
へ
お
い
で
に
な
り
、
県
緑

化
推
進
委
員
会
委
員
長
と
県
森
林
組
合
連
合
会

長
の
介
添
え
で
、
立
山
杉
の
種
子
を
お
播
き
に

な
り
ま
す
。
終
っ
て
電
車
、
ケ
ー
ブ
ル
に
お
乗

り
い
た
だ
き
、
こ
こ
か
ら
非
公
式
日
程
と
し
て

立
山
美
女
平
、
大
観
台
に
お
い
で
に
な
り
、
日

本
一
を
誇
る
大
爆
布
称
名
滝
、
雄
大
な
立
山
連

峰
を
御
展
望
に
な
り
、
立
山
杉
の
原
始
林
や
カ

モ
シ
カ
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
御
覧
い
た
だ
く
予
定

で
あ
り
ま
す
。

第
六
日
五
月
二
十
九
日

大
山
町
福
沢
に

あ
る
県
立
中
央
農
業
高
校
を
お
訪
ね
に
な
り
、

明
日
の
農
業
を
築
く
た
め
学
習
、
実
習
に
励
ん

お

迎

え

んは
ふ

心、

つ

十
一
年
振
り
に
お
い
で
に
な
る
両
陛
下
を
、

私
た
ち
は
心
か
ら
お
迎
え
す
る
た
め
、
次
の
こ

と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

女

で
き
る
だ
け
各
家
に
国
旗
を
掲
げ
て
、
慶

祝
の
気
持
を
表
わ
し
ま
し
ょ
う
。

第 1日 5Jl24r1と1:)
国11'148分 8.58 9.40 15.54 15.57 16.42 
県 }，s-IU: J)?: ?i'i !釈-Irl 駅一一宇公月延対寺荘
御:L:I・'1 お召列中 御骨ill'l

第 2 日 5Jl2511 (円〉
10.07 11.05 11.25 12.07 13.27 13.56 14.16 14.35 15.05 15.15 

r.公)J m;;(，ト.'H i:- .\('.ilt J! I!(党林 t，~ì物館一知l川 fi1l':l'H'iユ杉工場一県立流杉老人ホーム一広 rt 主主一名鉄トヤマホテル
御昼食 御宿泊

第 3日 5J J 26 Jl (Jj) 
10.05 11.00 11.35 11.42 11.54 12.34 13.45 14.15 16.15 16.31 16.33 17.16 17.20 17.48 

:{'，}丸}ヤノホテノレ N( Hi J也 一千光守一井波町制祉センター-ìí"i池ホテノレ一城端~ KlIX高岡駅ーホテノレ "f~ lI ~f
(fi6，1!idi傾成} 御昼食 縄ガ池みずばしよう お召列車 御宿町l
御M首l 群'ι地御散白1

第 4日 5 ) J27日 (火) wド公式日程)
10.08 10.45 11.00 11.38 12.08 12.50 14.05 14.10 14.12 14.49 14.53 14.57 15.32 15.36 

ホテノ"IHI，';'-'e江111新治 二三協アノレミ一石動小学校一石動駅一一富山駅一富山県民会館一名鉄トヤマホテノレ
御 ru~ お召列車 御fril白

第 5日 5刀28日 (Jj()
9.45 10.30 11.00 11.05 11.07 11.33 11.37 11.4411.45 11.4815.17 15.2015.21 15.28 15.31 16.20 16.22 16.25 

名 鉄-J.;手矯地一沼地ft寺駅骨叫千万:J/}fi駅川美女平1!jI~・-美女平.・美k平忠岡午寿ガ原駅#仲骨屯鉄百 111駅一名鉄トヤマホテル山(日f山1，¥11.1'試験場)..-.."""'-I;flffi革 、ホテノレ ~.;召屯車 御宿泊
to下I柘 大観台・ 1~女平お1此り

一(非公式日程〉…
第 6日 5JJ2911 (，1;:) 

10.03 10.43 11.13 11.26 11.52 12.07 12.10 17，18 
再f'，}J:トヤマホテノレ一県立中央農業高校ーセーナー苑一笹津駅田=--名古屋駅

お召列車
CJIT.J:.のJ場介〉
第 1日 5 )J24日(土〉 晴天の場合に同じ
第 2 日 5 )J25口(日〉 晴天の場合に同じ
第 3日 5JJ26日(刀〉

10.11 10.15 10.38 11.42 11.54 12.34 13.45 14.15 16.15 16.31 16.33 17目1617.20 17.48 

名似伽鉄加ト川-ヘヤ-¥'''7ヤ，マ吋ホ仰ル一11恐払l陥貯dヂ十一千刊光 "古!ij 2切句匂句明切11川り勺|りリリlゴ7卯;Jl
御揃 f倒司 ι 御H:品食 お召列』車ド

第 4日 5)J27日(火〉
11.03 11.38 12.08 12.50 H.O:; 14.10 14.12 14.49 14.53 14，57 15.32 15.36 

ホテノレ I'f ，jll ，';'一三 t6/Jアノレミ -:'{i動小学校一石動以~~，・;.; 1は駅一日山県民会館一名鉄トヤマホテノレ
御lH主 お73列車 御宿泊

第 5日 5)J28日(水〉
9.45 10.30 11.00 11.47 

:f，鉄トヤマホテルーお手橘場一名鉄トヤマホテル
('/:iIUY;¥休業試験場〉 御怪食 御宿泊
お手掃

5月29日付。 晴天の場合に同じ

(11占天の場合〉程日詐f啓孝行

。

-R日
の
丸
の
小
旗
を
う
ち
振
り
、
あ
る
い
は

手
や
帽
子
を
振

っ
て
万
歳
を
旧
え
る
の
は
よ

い
で
し
ょ
う
。

-Rお
列
御
通
過
の
沿
道
で
は
、
気
持
ち
よ
く

お
迎
え
す
る
た
め
に
、
お
互
い
に
協
力
し
て

清
掃
、
撒
水
な
ど
を
し
て
清
潔
に
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

安

一
般
奉
迎
者
の
整
列
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

樹
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
二
十
五
年

に
は
、
第
一
回
植
樹
祭
と
し
て
、
山
梨
県
甲
府

市
で
開
催
さ
れ
、
以
後
、
毎
年
春
に
実
施
さ

れ
、
今
回
は
ち
ょ
う
ど
二
十
四
日
を
迎
え
る
わ

け
で
す
。青
少
年
と
植
樹

木
県
の
植
樹
祭
の
特
色
と
し
て
、
次
代
を
担

う
青
少
年
に
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
国
土

緑
化
の
重
要
性
の
認
織
と
、
皇
室
と
の
親
し
み

を
深
め
て
も
ら
う
よ
う
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
県
下
の
小
中
高
校

か
ら
男
女
一
名
づ
っ
、
干
名
あ
ま
り
の
児
童
生

徒
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
の

巾
か
ら
男
女
二
名
を
選
ん
で
、
天
皇

・
皇
后
両

陛
下
の
植
樹
の
介
添
え
の
補
助
を
し
て
も
ら
う

こ
と
、
国
旗
の
掲
搬
を
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
依
頼
す
る
こ
と
、
ま
た
、
高

校
生
と
中
学
生
百
余
名
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

と
、
地
元
中
学
生
八
百
五
十
名
に
よ
る
合
唱
隊

を
編
成
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
た
い
と
忠

っ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
会
場
内
の
整
理
や
植
樹
の

際
の
手
伝
い
な
ど
を
、
高
校
生
に
や
っ
て
も
ら

う
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

す
で
に
植
樹
祭
会
場
へ
の
道
路
や
場
内
で
の

施
設
も
出
来
上
り
、
準
備
も
着
々
と
進
ん
で
、

当
日
の
晴
天
を
祈
る
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第 6日

- 4-

は
、
で
き
る
だ
け
ま
と
ま
っ
て
お
迎
え
し
ま

し
ょ
う
、

-R卒
迎
の
際
の
服
装
は
、
村
に
改
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
礼
を
失
し
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
雨
の
場
合
に
は
、雨
共
を

つ
け
た
ま
ま
で
さ
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

女

混
雑
す
る
場
所
で
の
本
迎
に
は
、
お
互
い

に
ゆ
ず
り
什
い
、
特
に
老
人
や
子
供
を
い
た

わ
り
秩
序
よ
く
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。

-R両
陛
下
の
御
身
辺
や
御
料
車
に
押
し
ょ
せ

た
り
、
お
歩
き
を
さ
ま
た
げ
る
よ
う
な
行
動

は
、
お
互
い
に
つ
つ
し
み
ま
し
ょ
う
。

-R御
料
車
を
よ
く
見
て
お
迎
え
す
る
た
め
に

は
、御
料
車
が
前
に
来
た
と
き
に
は
、す
で
に

敬
礼
が
終

っ
て
い
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

女

写
真
を
撮
影
す
る
場
合
に
は
、
本
迎
位
置

で
と
る
よ
う
に
し
、
列
か
ら
飛
び
出
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

女

自
動
車
の
お
列
が
全
郎
通
過
す
る
ま
で
、

十
本
迎
の
列
を
く
ず
さ
ぬ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

〉
勺
ノ
。-R両
陛
下
の
御
気
嫌
奉
伺
の
た
め
の
記
帳
所

は
、
お
泊
り
所
の
玄
関
に
設
け
ら
れ
ま
す
か

ら
、
日
出
に
記
帳
が
で
き
ま
す
。

お
泊
所
御
着
後
三
十
分
位
の
玄
関
前
の
整

理
が
落
ち
つ
い
た
と
き
か
ら
日
没
ま
で
と
翌

日
は
、
七
時
頃
か
ら
御
出
発
三
十
分
前
ま
で

で
あ
り
ま
す
、
な
お
、
同

一
お
泊
所
に
引
き

続
き
御
帯
在
に
な
る
場
合
に
は
、
H
巾
も
開

設
さ
れ
ま
す
。

白
動
車
お
列
市
両
の
進
行
順
は
、
次
の
凶

の
と
お
り
で
す
。
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